
〈
特
別
寄
稿
〉

等
々
力
古
墳
（
御
嶽
山
古
墳
）
発
掘
調
査
報
告
補
訂

徳
　
川
　
義
　
宣

等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告補訂

　
筆
者
は
先
年
本
誌
第
九
号
に
本
稿
と
同
じ
く
題
し
た
報
告
を
揚
げ
た
。
同
古
墳
を
昭
和
二
十
五
年
に
発
掘
し
て
、
半
世
紀
近
く
経
過
し

な
が
ら
も
、
未
報
告
と
な
っ
て
ゐ
た
暫
塊
の
念
か
ら
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
報
告
書
作
成
を
諦
め
て
ゐ
た
最
大
の
理
由
は
、
本
誌

第
九
号
七
六
頁
に
記
し
た
通
り
、
発
掘
日
誌
や
製
図
用
ス
ケ
ッ
チ
・
図
面
・
写
真
等
の
発
掘
に
伴
ふ
一
切
の
記
録
が
、
発
掘
参
加
者
で
そ

れ
ら
を
保
管
し
て
い
た
部
員
前
田
幸
雄
の
自
宅
の
全
焼
に
よ
り
灰
儘
に
帰
し
た
故
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
は
ら
ず
報
告
執
筆
の
蛮
勇
を
揮

ふ
と
決
意
し
た
の
は
、
発
掘
し
た
遺
物
が
ほ
ぼ
満
足
に
学
習
院
大
学
史
料
館
に
収
納
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
れ
ら
の
精
細
な
調
査
が
行
な
は

れ
る
と
知
っ
た
が
故
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
報
告
執
筆
の
手
が
か
り
と
し
得
る
文
字
資
料
は
、
一
日
分
僅
か
に
数
字
か
ら
十
数
字
し
か
記
し
て
な
い
筆
者
の
卓
上
日
記
の
発

掘
三
日
間
分
、
三
葉
の
み
で
あ
っ
た
。
発
掘
参
加
者
の
う
ち
前
田
幸
雄
は
既
に
残
し
、
江
村
清
・
穂
穫
俊
泰
は
事
実
上
は
そ
の
発
掘
の
み
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の
単
な
る
補
助
作
業
員
で
あ
っ
た
し
、
田
實
英
一
も
大
学
卒
業
後
は
考
古
学
や
歴
史
学
と
は
無
縁
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
彼
等
に
資
料
や

記
録
の
保
管
は
も
と
よ
り
、
証
言
を
期
待
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
由
て
卓
上
日
記
三
葉
と
遺
物
以
外
は
、
全
て
筆
者
の
朧
げ
な

記
憶
に
よ
っ
て
執
筆
し
た
報
告
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
稿
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
平
成
十
年
一
月
五
日
付
で
、
筆
者
と
同
級
で
同
じ
く
高
等
科
史
学
部
部
員
で
あ
っ
た
岡
田
茂
弘
氏
か
ら
、
同
氏
の
ト
ラ
ン
ク

ル
ー
ム
に
保
管
し
て
あ
っ
た
諸
資
料
の
中
よ
り
見
つ
か
っ
た
と
附
言
し
て
、
筆
者
が
当
時
「
等
々
力
円
墳
発
掘
日
誌
」
と
題
し
て
執
筆
し

た
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
と
、
「
H
図
」
と
題
し
二
十
分
之
一
の
縮
尺
を
示
し
て
方
眼
紙
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
ト
レ
ン
チ
内
の
遺
物
出
土

状
態
の
側
面
図
と
が
送
ら
れ
て
来
た
。
東
西
と
南
面
の
二
様
の
立
面
を
描
い
た
方
眼
紙
の
裏
に
は
・
。
①
一
〇
誌
晶
。
。
（
暑
）
ζ
゜
缶
o
＃
⇔
の
日

付
と
当
時
堀
田
姓
で
あ
っ
た
筆
者
の
サ
イ
ン
が
記
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
図
が
発
掘
最
終
日
の
三
日
目
に
現
地
で
作
製
し
た
ス
ケ
ッ
チ
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
る
。
ト
レ
ン
チ
の
区
分
と
遺
物
出
土
位
置
を
示
し
た
平
面
図
も
「
1
図
」
と
し
て
当
然
作
製
し
た
は
ず
だ
が
、
遺
憾
な

が
ら
見
つ
か
っ
た
の
は
側
面
図
の
み
で
あ
る
。

　
そ
の
粗
雑
な
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
も
、
過
年
記
憶
の
み
に
よ
っ
て
記
し
た
出
土
状
態
に
は
、
か
な
り
訂
正
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
知
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
製
図
は
西
村
慎
太
郎
氏
の
労
を
煩
は
せ
る
こ
と
と
し
、
筆
者
は
発
見
さ
れ
た
日
誌
を
左
に
掲
げ
て
責
を
補
ふ
こ

と
と
す
る
。
文
は
文
字
の
用
法
や
句
読
点
に
至
る
ま
で
一
切
改
あ
ず
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
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（
1
）

　
　
　
等
々
力
円
墳
発
掘
日
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
昭
和
廿
五
年
四
月
十
↓
日
、
學
習
院
高
等
科
史
学
部
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
等
々
力
町
一
丁
目
一
二
八
〇
番
地
所
在
の
円
墳

を
発
掘
す
る
事
と
な
っ
た
。
十
一
日
、
朝
九
時
半
等
々
力
駅
集
合
。
参
加
者
江
村
清
・
前
田
幸
雄
・
穂
撲
俊
泰
・
田
實
英
一
・
堀
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

正
群
、
以
上
五
名
。
駅
よ
り
南
へ
徒
歩
に
て
約
五
分
、
不
動
堂
の
前
を
左
に
折
れ
、
現
地
に
到
着
。



等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告補訂

　
古
墳
は
全
体
を
笹
で
覆
は
れ
、
松
・
桜
・
紅
葉
等
の
比
較
的
小
さ
い
も
の
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
ゐ
た
。
古
墳
の
西
北
側
は
道
の
為
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

約
三
米
許
り
削
り
取
ら
れ
て
ゐ
た
。
頂
上
に
登
り
、
方
面
観
測
し
、
十
時
よ
り
発
掘
開
始
。
東
南
東
、
西
北
西
に
幅
一
米
、
長
さ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
（
実
測
図
参
照
）
。
東
側
よ
り
、
親
指
大
の
葺
石
が
現
は
れ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
依
っ
て
こ
の
葺
石
が

東
・
南
・
西
と
半
円
を
画
い
て
ゐ
る
事
を
知
り
、
半
円
の
内
部
へ
と
ト
レ
ン
チ
を
延
ば
す
。
円
筒
埴
輪
の
破
片
と
共
に
、
縄
文
土
器

片
、
土
師
、
須
恵
の
破
片
が
混
り
土
は
黒
色
。
表
土
は
笹
の
根
の
為
に
な
か
く
作
業
進
行
せ
ず
。

　
鉄
鎌
一
個
出
土
し
、
そ
の
周
團
か
ら
は
別
段
何
も
出
な
い
。
書
の
休
憩
。
撹
乱
さ
れ
た
後
か
も
知
れ
ぬ
と
も
考
へ
ら
れ
た
。
円
墳

の
周
園
は
全
体
に
一
米
許
り
つ
つ
は
削
ら
れ
た
模
様
で
あ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
て
円
筒
埴
輪
を
探
る
も
見
込
み
な
し
。
下
の
畠
に
埴

輪
の
破
片
の
散
在
す
る
を
認
め
る
。

　
午
後
の
作
業
開
始
後
間
も
な
く
、
ト
レ
ン
チ
の
東
側
、
表
土
下
約
五
十
セ
ン
チ
の
嵩
よ
り
、
甲
鎧
の
｝
部
を
発
見
し
、
そ
れ
を
追

ひ
西
ヘ
ト
レ
ン
チ
を
延
ば
す
。
甲
鎧
の
南
側
に
鉾
出
土
。
尚
も
西
へ
追
へ
ば
、
重
な
る
様
に
し
て
西
側
に
も
う
一
つ
甲
鎧
が
現
は
れ

る
。
破
損
を
虞
れ
東
側
の
甲
鎧
を
上
げ
る
。
中
か
ら
鉄
鎌
廿
鯨
・
小
刀
一
出
土
。
鉾
は
ま
だ
よ
く
木
部
を
残
し
て
ゐ
た
。
西
側
の
甲

鎧
を
西
に
追
っ
て
ト
レ
ン
チ
を
延
長
、
第
二
区
と
す
る
。
甲
鎧
の
西
側
よ
り
銅
器
二
個
（
種
類
不
明
）
出
土
。
そ
の
下
か
ら
木
片
と

共
に
刀
剣
が
現
は
れ
、
先
づ
甲
鎧
を
上
げ
る
。
今
度
は
内
部
に
は
何
も
無
し
。
南
側
よ
り
玉
二
個
出
土
。
刀
剣
に
と
り
か
＼
る
。
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
）
　
　
　
　
　
　
（
7
）

園
よ
り
木
炭
・
木
片
が
現
は
れ
、
箱
に
納
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
。
鉄
鍬
・
銅
帯
が
出
土
。
刀
剣
の
表
土
を
薄
く
剥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
で
行
け
ば
一
振
、
木
鞘
の
上
に
総
金
箔
を
施
し
た
も
の
が
出
土
。
残
念
乍
ら
金
箔
は
パ
ラ
パ
ラ
と
自
然
に
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
刀

剣
は
錆
と
共
に
固
ま
り
、
直
ち
に
何
本
か
判
定
し
得
ず
。
日
没
時
と
な
り
、
急
ぎ
遺
物
を
纏
め
、
古
墳
下
の
駐
在
所
に
預
け
、
第
一

日
の
作
業
を
終
了
と
す
る
。
刀
剣
八
、
と
判
明
。

　
第
二
日
目
、
四
月
十
二
日
、
朝
十
時
等
々
力
駅
集
合
。
参
加
者
前
日
と
同
じ
。
第
二
区
の
ト
レ
ン
チ
の
西
側
よ
り
、
葺
石
発
見
。
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第
二
区
の
北
側
よ
り
木
棺
と
思
は
れ
る
炭
化
物
が
、
か
な
り
不
明
瞭
に
現
は
れ
る
。
第
四
区
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
。
葺
石
の
み
に

て
遺
物
は
発
見
さ
れ
ず
、
第
三
区
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
木
棺
確
認
に
全
力
を
注
ぐ
。
二
人
つ
つ
に
分
れ
、
一
組
は
現
ト
レ
ン
チ

よ
り
北
に
二
米
の
地
貼
に
幅
一
米
、
長
さ
三
米
の
T
字
型
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
。
併
し
、
葺
石
も
何
も
遺
物
は
発
見
さ
れ
ず
。
尚
も

東
側
に
幅
一
米
、
長
さ
二
米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
も
何
も
遺
物
は
発
見
し
得
ず
。
第
三
区
は
、
笹
の
根
を
除
き
、

表
土
を
除
い
た
所
で
日
没
と
な
り
、
第
二
日
目
の
作
業
を
終
る
。
前
日
、
駐
在
所
に
預
け
た
遺
物
を
取
纏
め
引
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
第
三
日
目
、
四
月
十
三
日
、
朝
十
時
等
々
力
駅
集
合
。
参
加
者
、
田
實
英
一
・
堀
田
正
祥
、
二
名
。

　
第
三
区
の
木
棺
と
思
は
れ
る
炭
化
物
を
追
っ
て
掘
り
下
げ
る
。
炭
化
物
は
東
西
に
約
二
米
七
十
セ
ン
チ
、
南
北
に
約
七
十
セ
ン
チ

の
矩
形
を
持
ち
、
厚
さ
は
矩
形
の
縁
に
厚
く
、
内
部
に
薄
く
一
概
に
は
云
へ
ぬ
が
二
十
～
二
十
五
セ
ン
チ
と
認
め
ら
れ
た
。
炭
化
物

の
位
置
、
深
さ
は
実
測
図
の
通
り
。
甲
鎧
、
刀
剣
等
の
出
土
位
置
と
卒
行
し
、
又
深
さ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
炭
化
物
の
中
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

竹
ベ
ラ
に
て
薄
く
剥
が
し
て
行
く
も
、
何
等
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
寸
木
棺
と
し
て
は
長
さ
が
長
い
鮎
、
遺
物
の
発
見
さ

れ
な
い
貼
等
、
疑
問
が
残
ら
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
出
土
位
置
か
ら
し
て
、
又
他
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
何
等
遺
物
の
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
嵩
か
ら
し
て
、
こ
の
炭
化
物
層
を
木
棺
と
両
人
共
確
認
し
て
、
等
々
力
古
墳
発
掘
作
業
を
終
へ
、
ト
レ
ン
チ
の
穴
を
埋
め
、

三
日
間
に
百
三
た
発
掘
を
終
了
し
た
。

　
尚
、
古
墳
附
近
の
人
々
、
我
々
の
作
業
見
物
に
來
た
人
々
か
ら
、
以
前
こ
の
古
墳
を
畑
に
し
た
際
、
銅
鏡
が
出
土
し
、
現
在
某
寺

に
在
る
と
聞
き
、
他
日
、
そ
の
寺
を
訪
ね
る
事
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
田
　
記
）
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右
の
発
掘
日
誌
は
発
掘
時
の
メ
モ
を
も
と
に
、
発
掘
終
了
の
数
日
後
に
執
筆
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
加
除
訂
正
が
多
い
し
、
随
伴
し

て
伝
へ
ら
れ
た
「
H
図
」
と
題
し
た
出
土
状
態
測
面
図
は
明
ら
か
に
現
場
ス
ケ
ッ
チ
で
製
図
で
は
な
い
点
か
ら
類
推
し
て
も
、
発
掘
日
誌



等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告補訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
下
書
き
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
こ
の
発
掘
日
誌
と
「
H
図
」
と
が
、
何
故
岡
田
茂
弘
氏
の
手
許
に
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
は
全

く
の
謎
で
あ
る
。
発
掘
の
年
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
の
例
年
恒
例
の
輔
仁
会
大
会
文
化
祭
に
展
示
す
る
準
備
と
し
て
、
遺
物
を
分
類
し

復
原
を
計
り
つ
つ
計
測
し
た
憶
え
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
遺
物
実
測
報
告
書
は
も
と
よ
り
、
調
査
記
録
メ
モ
も
随
伴
し
て
ゐ
な
い
。
残
念

な
が
ら
そ
れ
ら
の
記
録
や
遺
物
の
出
土
位
置
を
示
し
た
ト
レ
ン
チ
区
分
平
面
図
や
側
面
図
の
製
図
は
、
写
真
と
共
に
や
は
り
前
田
幸
雄
の

自
宅
火
災
で
焼
亡
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
粗
雑
な
測
面
ス
ケ
ッ
チ
と
発
掘
日
誌
と
は
、
そ
れ
ら
が
既
に
製
図
清
書
さ
れ
て
脱
け
殻
と
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
こ
そ
、
昭
和
二
十
五
年
夏

休
み
前
に
史
学
部
委
員
長
と
な
っ
た
岡
田
茂
弘
氏
の
手
許
に
保
管
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
発
掘
記
録
の
断
片
で
は
あ
る
が
、
発

掘
現
場
で
の
ス
ケ
ッ
チ
と
数
日
後
に
執
筆
し
た
と
思
は
れ
る
発
掘
日
誌
と
が
伝
存
し
て
ゐ
た
こ
と
を
喜
び
、
保
管
し
再
発
見
し
て
く
れ
た

岡
田
氏
に
満
腔
の
謝
意
を
表
し
て
前
稿
の
補
訂
と
す
る
。

　
尚
、
全
く
の
余
談
で
あ
る
が
、
発
掘
第
一
日
の
四
月
十
一
日
に
硬
式
野
球
部
の
対
外
試
合
が
急
に
組
ま
れ
、
野
球
部
員
で
当
時
唯
一
人

の
捕
手
だ
っ
た
筆
者
は
、
史
学
部
の
発
掘
計
画
の
方
が
早
く
か
ら
決
ま
っ
て
ゐ
た
予
定
で
あ
る
と
申
し
立
て
て
監
督
と
大
喧
嘩
し
、
試
合

出
場
を
拒
否
し
て
発
掘
を
実
施
し
た
と
憶
え
て
ゐ
る
。
試
合
に
出
場
し
て
ゐ
れ
ば
、
こ
の
発
掘
報
告
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。
試
合
は
大
敗

し
た
と
聞
い
た
。

註
（
1
）
　
筆
者
達
は
等
々
力
古
墳
と
称
し
て
ゐ
た
が
、
世
に
は
御
嶽
山

　
古
墳
と
も
称
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
筆
者
達
は
円
墳
と
認
識
し
て
ゐ

　
た
が
、
平
成
四
年
に
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た

周
濠
部
の
調
査
に
よ
り
、
全
長
五
二
米
の
帆
立
貝
式
前
方
後
円
墳

と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
松
崎
元
樹
「
世
田
谷
区
御
嶽
山

古
墳
出
土
遺
物
の
調
査
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
」
第
九
号
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学
習
院
大
学
史
料
館
、
↓
九
九
七
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）
以

　
後
こ
の
紀
要
を
「
紀
要
九
号
」
と
略
称
す
る
。

（
2
）
　
前
稿
で
は
「
紀
要
九
号
」
七
〇
頁
に
「
二
↓
八
三
番
地
」
と

　
記
し
た
が
、
そ
れ
は
筆
者
が
当
時
用
ゐ
て
ゐ
た
「
世
田
谷
ケ
区
」

　
地
図
に
記
入
し
て
お
い
た
古
墳
記
号
の
読
み
取
り
に
よ
る
位
置
推

　
定
で
あ
る
か
ら
、
二
一
八
〇
番
地
の
方
を
採
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

（
3
）
　
前
稿
で
は
「
約
十
分
」
と
記
し
た
。
同
距
離
で
も
十
代
と
六

　
十
代
と
の
距
離
時
間
感
覚
の
相
違
が
計
ら
ず
も
顕
れ
た
様
で
あ
る
。

（
4
）
　
前
稿
で
は
「
南
北
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

　
ン
チ
区
」
と
記
し
た
が
、
ト
レ
ン
チ
の
角
度
は
四
十
五
度
時
計
回

　
り
に
修
正
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
5
）
　
こ
の
実
測
図
は
失
は
れ
て
伝
存
し
て
ゐ
な
い
。

（
6
）
　
棒
状
で
は
な
く
板
状
化
し
た
炭
化
物
で
あ
っ
た
た
め
の
推
測

　
で
あ
る
。
「
箱
」
が
誤
認
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

（
7
）
　
「
紀
要
九
号
」
二
八
頁
参
照
。
胡
籔
の
吊
手
金
具
を
銅
帯
と

誤
認
。

（
8
）
　
記
憶
で
は
長
さ
数
セ
ン
チ
、
幅
ニ
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、

薄
い
銅
板
の
上
に
金
が
覆
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
鍍
金
で
あ
っ

た
か
漆
箔
で
あ
っ
た
か
は
確
認
し
て
ゐ
な
い
。
銅
板
で
あ
っ
た
故

に
「
木
鞘
」
と
考
へ
た
の
で
あ
っ
て
、
柄
の
部
分
か
或
は
刀
剣
以

　
外
の
遺
物
の
付
属
品
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
崩
れ
た
銅
板
片

　
を
採
集
し
て
シ
ャ
ー
レ
の
中
に
保
管
し
て
お
い
た
が
、
金
は
短
年
　
脳

月
の
う
ち
に
認
め
難
く
な
っ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
。
銅
鏡
に
よ
り

　
剥
落
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

（
9
）
　
前
稿
で
は
三
日
目
の
発
掘
参
加
者
は
卓
上
日
記
に
記
録
し
て

な
い
が
、
田
実
、
堀
田
、
前
田
の
参
加
は
確
実
と
記
し
た
。
そ
れ

も
記
憶
の
誤
り
で
あ
っ
た
。

（
1
0
）
　
｝
寸
1
1
「
ち
ょ
っ
と
」
と
読
む
。

（
1
1
）
　
岡
田
茂
弘
氏
か
ら
は
、
か
つ
て
同
古
墳
よ
り
出
土
し
『
考
古

学
雑
誌
』
第
三
〇
巻
第
四
号
に
笠
井
新
也
氏
に
よ
り
「
武
藏
国
玉

川
村
古
墳
出
土
の
七
鈴
鏡
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
七
鈴
鏡
の
写

真
も
こ
の
発
掘
日
誌
と
同
じ
く
伝
存
し
て
ゐ
た
と
記
し
て
コ
ピ
ー

が
同
封
送
付
さ
れ
て
来
た
。
写
真
を
貼
っ
た
台
紙
に
は
「
御
嶺
山

古
墳
」
「
萬
願
寺
所
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
七
鈴
鏡
は

『
世
田
谷
区
史
料
第
八
集
－
考
古
編
』
に
満
願
寺
の
鈴
鏡
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
実
測
図
に
同
じ
で
あ
る
。
某
寺
、
即
ち
満
願
寺
を
後

日
訪
問
し
た
が
、
七
鈴
鏡
の
実
見
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
記
憶
が
あ

る
。
同
年
、
即
ち
昭
和
二
十
五
年
秋
の
文
化
祭
で
の
等
々
力
古
墳

発
掘
報
告
展
示
に
併
せ
て
報
告
し
た
い
と
考
へ
て
の
訪
問
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
ゐ
る
。
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「ll図」東面

1．木棺　2．鉄鎌　3．鉾
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S

4．甲鎧　5．甲鎧　6．玉　7．ふき石

W

「H図」南面
1．帯　2．玉　3．甲鎧　4．甲鎧　5．鉾　6．鉄鎌　7．刀剣　8．銅器　9．木

棺　10．ふき石
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